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ウイロイド（Citrus bent leaf viroid，CBLVd），ホップ矮
化ウイロイド（Hop stunt vrioid，HSVd），カンキツウイ
ロイド III（Citrus viroid III，CVd-III）およびカンキツウ



















ころ C B L V dの特殊な変異株と考えられる．一方，
CBLVdやCVd-I-LSSとも異なるCBLVd様RNAが確認さ
れ，さらに別のウイロイドの存在が考えられた．









































































ルービングウイルス（Apple stem grooving virus，ASGV，
別名：カンキツタターリーフウイルス）をも含めて，こ
れらすべてを同時に検出できるマルチプレックスRT-
PCRを開発した．すなわち，各病原体特異的な８組のプ
ライマー対を混合したRT-PCRを行い，反応産物を６％
ポリアクリルアミドゲルで電気泳動した後，銀染色によ
り検出した．その結果，各病原体特異的で互いに大きさ
も異なる１～８種の増幅断片が確認でき，各病原体単独
のRT-PCRの結果とも完全に一致した．
2）マルチプレックスRT-PCRによるカンキツのウイロイ
ドとASGVの圃場発生調査
一般圃場を中心に採集した国内のカンキツ217樹につ
いて，マルチプレックスRT-PCRにより各ウイロイドお
よびASGVの発生調査を行った．その結果，HSVdが最
も頻繁に，次いでCVd-IIIが多くの樹から検出された．
CVd-OSはウンシュウミカンや'不知火'から，CVd-I-LSSは
'不知火'から多く検出された．CEVd，CBLVd，CVd-IVお
よびASGVはさほど頻繁には検出されなかった．これら
は単独感染もあったが，様々な組合せの複合感染が多く
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確認され，HSVd，CVd-IIIおよびCVd-OSの組合せが最も
多く，'不知火'ではさらにCVd-I-LSSも含めた組合せが多
く認められた．'不知火'は生産者および消費者の人気が
高く，初期に未検定の穂木が多く出回り，特に高接ぎ樹
でウイロイドの複合感染が多かった．無毒化処理を行っ
て検定済みの穂木，苗木を導入していくことが，その防
除対策として重要であると考えられた．
